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今 日 の 例 会

会 長 の 時 間

次 の 例 会

大阪上方ロータリークラブ

　　　会　長  ：溝畑　正信

創 立：2024 年 7月22日

【例会場】 〒543-0001 大阪市天王寺区上本町6-1-55 シェラトン都ホテル大阪
　　　　 TEL：06-6773-1111　FAX：06-6773-3322

例会：第1・3週目は対面・第4週目はオンライン

【事務局】 〒579-8058 東大阪神田町3-12　医療法人翔聖会 気付
　　　　 TEL：080-2026-1803　MAIL：osaka.kamigata.r.c＠kind.ocn.ne.jp

　　　幹　事  ：竹谷　美和
会報資料担当：青戸　佳世

■ 出席報告
■ 今日の歌

■ ニコニコ報告
■ クラブ協議会　下條康利ガバナー補佐
　　　　　　　　 田中康正ガバナー補佐エレクト

【我等の生業】
2025 年 3 月 3 日

■ 出席報告
■ 今日の歌

■ ニコニコ報告
■ パキスタン・カラチ奉仕活動、カラチ RC 訪問報告
　溝畑会長

【それでこそロータリー】
2025 年 2 月 17 日

愈々次年度の準備が始まります。
次年度の吉川ガバナーエレクトの方針が、子ども支援、国内外を問わず未来ある子どもたちへの積極的な支援を掲げ、正にわがクラブ
の方針の通りです。
子どもへの支援プロジェクトを実施しましょう。

2025-26 年度のための地区研修・協議会が開催されます。2025 年 4 月 5 日（土）です。出席義務部門の役職の方は出席をお願いし
ます。

ロータリー平和フェローシップ
平和は「人」から始まると考えるロータリーは、毎年 130 口までの平和フェローシップ（奨学金）を通じて、世界平和と開発の担い
手となる人材を育て、平和推進者のネットワークを築いています。
毎年、ロータリー平和センター提携大学で学ぶフェローが世界中から選ばれ、ロータリーからフェローシップ（全額支給の奨学金）
が授与されます。
フェローシップには、授業料・入学金の全額、滞在費（宿舎・食費）、往復航空券、インターンシップと実地研修の費用が含まれます。
2002 年に創設されて以来、ロータリー平和センターは 1,800 人以上のフェローを輩出してきました。
これらのフェローは現在、140 カ国以上で活躍し、政府、NGO、教育、研究機関、平和維持および法執行機関のほか、国連や世界銀
行といった国際機関でリーダーシップを発揮しています。
ロータリー平和フェローシップは平和と開発の分野における仕事の経験を有する人を対象としています。フェローは社会奉仕と国際
奉仕に献身しながら、平和の実現をめざします。
毎年、世界各地の名門大学にて修士号（年に 50 名まで）と専門能力開発修了証（年に 80 名まで）を取得するためのフェローシップ

（奨学金）がロータリー財団から授与されます。



前 回 出 席 報 告

会員数 27（０）名

出席会員数 17（０）名

ゲスト

合　計 17 名

ビジター 0 名

0 名

※（ ）内数字は出席免除会員の出席人数　会員：27 名（免除 00 名）

2025 年 2 月 3 日

17/27　出席率：63.0%

竹 谷 幹 事幹 事 報 告 前 回 ニ コ ニ コ 報 告
  

2025 年 2 月 3 日

合　計16 名

溝畑　正信　様 1/30～2/1 と紋別流氷ツアーに行って
きました。俳句結社かつらぎの吟旅です。
道木さんご夫婦、水野さんご一緒でした。

本日も宜しくお願い致します

昨日は節分、巻きずし食べた！？

2 月もよろしくお願い致します

もっとカニ！しましょう！

いつもありがとうございます

節分ですね。昨日は鬼になりました。

かにの季節もあと二ヶ月です…

いつもありがとうございます

オホーツク　見渡す限り　雪景色

いつもありがとうございます

いつもありがとうございます

よろしくお願い致します

いつもありがとうございます

子供達のすこやかな育成を願い

宮岸　隆　様

竹谷　美和　様

皆様、ありがとうございました

平松　悦子　様

青戸　佳世　様

間嶋　伸治　様

￥32,000

遠藤　孝二　様

朝倉　千勝　様

久保　太公矢　様

水野　順　様

道木　良明　様

道木　憲子　様

中島　勇人　様

安田　剛　様

浜部　英和　様

佐藤　寿延　様

＊2025-26 年度の各委員会は活動方針の策定をお願いします。

＊3 月 3 日 ( 月 ) ガバナー補佐訪問時にクラブ協議会を実施し
　ます。
　各委員会活動について、終了した事業についてはその成果と
　反省点について、計画中の事業についてはその内容を報告く
　ださい。

＊地区ロータリー財団補助金申請に関して、該当委員会は地区
　補助金申請をして下さい。
　補助金申請受付期間は 2025 年 3 月 1 日～ 4 月 30 日です。
　不備のない申請書でないと受理されませんので、よろしくお
　願い致します。

2 月 3 日 ( 月 ) 第 7 回理事会報告　理事　役員　新旧合同 10 名
出席者 : 溝畑会長　平松会長エレクト　宮岸副会長　竹谷幹事
　　　　青戸会計　遠藤 SAA　久保職業奉仕委員長　
　　　　間嶋国際奉仕委員長　濱部社会奉仕委員長　
　　　　安田国際奉仕委員長 ( 次年度 )

＊ロータリー財団地区補助金を子ども食堂プロジェクトで申請
　する。

＊ロータリー財団グローバル補助金を、実施国代表クラブをカ
　ラチ RC、援助国代表クラブを大阪上方 RC として、カラチ
　のポリオハイリスク地域の学校にトイレ、下水設置のプロジ
　ェクトで申請する。

＊3 月 3 日クラブ協議会で、各委員会活動について報告する。

＊今年度の職業奉仕委員の活動予定
　3 月 17 日 ( 月 ) 例会後 14 時～、大阪取引所並びに適塾の見
　学



ポール・ハリス・ソサエティ

ーロータリー財団より認証されましたー

ポール・ハリス・フェロー

地区委員会出向

認証状とピンバッジが贈られました

認証状が贈られました

認証状が贈られました

ポール・ハリス・フェローとは：
ロータリー財団に1,000米ドル以上をご寄付くださった方を認証する
プログラムです。 
このプログラムは、ロータリーの年次基金、ポリオプラス、承認され
た財団補助金を支えるご寄付に対する感謝の気持ちを伝えるために、
1957年に設置されました。

ポール・ハリス・ソサエティ（PHS）とは：
毎年1,000米ドル以上を以下にご寄付くださる方を認証するプログラ
ムです（これらのいずれか、またはその組み合わせ）。 
このプログラムは、財団に継続的な支援を寄せてくださる寄付者の方
々に感謝の気持ちを示すことを目的としています。

地区リーダーシップ・プラン(DLP)の目的の一つは、将来活躍できる
「人材の養成」です。 その為には地区委員の任期が長期化することな
く、出向委員のローテーションを円滑にすすめ、新たな人材の発掘・
登用を推進する必要があります。

地区委員会の目的：

当地区の将来のリ－ダ－となる人材を、計画的に発掘・育成して行く
ためには、各クラブから有望な中堅・若手の会員を幅広く地区委員に
選出し、地区委員会活動を通じて長期的に人材の養成に努めて行かな
ければなりません。当地区の将来にわたるロータリー活動の充実、発
展のためには先ず有望な人材の確保が先決です。

各クラブから推薦された地区委員は、原則3-5年間の地区活動を通じ
てロータリー活動に一段と磨きが掛かり、将来の地区リーダーの予備
軍、即ち、人材バンクが整備されることになります。
ガバナー補佐やその他の地区役員の選考にあたっては、その人材バン
クから適任者を選出することも出来ます。



2025-26 年度合同例会形式G公式訪問日程表


